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「気候変動に対応した作物栽培に関する勉強会」
2026年1月29日オンライン＠関東農政局千葉県拠点

気候変動・極端現象の農業影響とその
対応技術／適応策

農研機構 農業環境研究部門
気候変動適応策研究領域長 西森基貴

協力者：長谷川利拡エグゼクティブリサーチャー
石郷岡康史、吉本真由美、滝本貴弘、桑形恒男、

戸田悠介、若月ひとみ、ほか
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関東農政局千葉県拠点さまより
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関東農政局千葉県拠点さまより



4

はじめに（演者）

西森基貴：農研機構農環研・気候変動適応策研究領域長
（以下、謝辞を兼ねる）
＊農水省気候変動対応プロジェクト・将来気候シナリオ設定責任者

＊文科省気候変動適応研究推進プログラム(RECCA)・高知県課題代表

＊同気候変動適応技術社会実装プログラム(SI-CAT) ・統計／農業利用担当

＊環境省戦略プロ（全球適応・緩和コスト評価S14）農業代表

＊農研機構交付金課題（気候変動影響）広域影響評価課題代表者

〇環境省戦略プロ（影響予測・適応評価総合研究S-18）農林水産業テーマ代表補佐

〇JST共創（地域気象データと先端学術による戦略的社会共創拠点）農業課題代表

〇農水省みどり戦略（農林業適応）プロジェクト・温暖化メリット課題代表

専門は気候学・農業気象学。

気候変動と農業の研究を長くして参りました。

1990年代後半～：地域気候シナリオ・ダウンスケーリングの研究に取
り組む（元電中研加藤氏、気象研/JMBSC鬼頭氏らに続く）。
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① 気候変動とその農業影響（全般）

② 気候予測と将来影響：我々の取り組み（水稲ほか）

③ その適応策と効果の評価

本日の内容



6

背景：気候変動(温暖化)が進行しています

国連事務総長「地球沸騰化の時代が到来」(JUL2023)

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_wld.html

気温上昇は、1979年以降の近年で大きく、また北半球の
高緯度地域ほど大きい。
* 短期的な統計では地域的な変動が現れやすく一部地域で下降傾向

１．気候変動とその影響

• 2024年は平年差+0.62℃で、2023年を超え観測史上最も暑い年となりました。
• 2025年は同+0.48℃（速報値）で、1891年統計開始以降、3番目に高い値となりました。
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2025年の日本は2023/24年を遥かに超える
最も暑い夏となりました

細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差、太線（青）：偏差の5年移動平均値、

直線（赤）：長期変化傾向。基準値は1991〜2020年の30年平均値。

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/sum_jpn.htm
l

農業にも、大きな影響が出ています

＊2025年（+2.36℃）
①2024年・2023年（+1.76℃）
③2010年（+1.08℃）、④2022年
（+0.91℃）
⑤1994年（+0.79℃）

１．気候変動とその影響

1 2024 +1.48

2 2023 +1.29

3 2025 +1.25

4 2020 +0.65

5 2019 +0.62
*夏季高温は１位だが、全国的
に11月が平年並み、西日本で
は2月の低温があり、年では史
上3位となった（速報時点）。
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暑い夏といっても地域差もある場合も

夏の天候：気象庁報道発表

１．気候変動とその影響
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そして2025年の猛暑夏

夏の天候：気象庁報道発表

〇極端な高温が継続
→ただし8月10日前後数日間に
平年並み期間有

〇降水量は全般に過小
→ただし2023年ほどの渇水では
なかった模様

〇日射・日照が極端に多い
→日照時間ほぼ全国で過去最多

１．気候変動とその影響
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気温上昇の季節差と農業影響（概要）

日本の月別地域別気温トレンド（1980-2015）
＊農環研選定：都市化の影響のない「農耕地モニタリング地点」を使用

早春２月と残暑・秋期に特に西日本で昇温
→登熟期高温の水稲影響，年間で果樹影響，病虫害発生、一部には，低温の影響。
＊～2024年のデータ更新：3月／7月（北・東）高温顕著。春の低温弱。12月・北以外昇温無し10



極端現象：2014関甲信大雪

東京管区気象台資料

北陸では並の降
雪も甲府114ｃm
は歴代1位（2位
は49cm/1998年）。

農林水産省2014：今冬の豪雪災害による災害及び
支援の概要について
https://www.maff.go.jp/kanto/kihon/kikaku/jyous

ei/25jousei/pdf/tokusyuu_dai2.pdf

○2014年冬の大雪による被害
は、関東農政局管内の被害額
が1,570億円で、全国の被害額
の約９割を占めている。
○ 被害のうち 、 ビニールハウ
ス等の損壊が被害額全体の
約2/3を占めている 。

千葉／つくばで
は１週前にも大
雪（33cm/26cm）。
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農林水産省「地球温暖化適応策関係レポート（https://www.maff.go.jp/j/seisan/kankyo/ondanka/report.html）より、

2012年から2021年までの10年間を5年ごとに2分割してまとめたもの。
＊数値は、障害を報告した都道府県の平均数を示し、各期間の報告都道府県数の最大値と最小値を括弧内に示す。

農作物の高温障害を報告した都道府県数 １．気候変動とその影響
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